
熊
本
県
日
中
協
会
の
平
成
29

年
度
総
会
が
７
月
12
日
（
水
）
、

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開

か
れ
、
65
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
杉
直
副
会
長
（
熊
本
県
日

中
友
好
熊
本
県
議
会
議
員
連
盟

会
長
）
の
主
催
者
挨
拶
に
続
い

て
、
来
賓
の
蒲
島
郁
夫
熊
本
県

知
事
と
何
振
良
中
華
人
民
共
和

国
駐
福
岡
総
領
事
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
初
は
副
知
事
が
総
会
出
席

予
定
で
し
た
が
、
広
西
壮
族
自

治
区
と
の
姉
妹
提
携
35
周
年
記

念
式
典
の
た
め
訪
中
予
定
だ
っ

た
県
知
事
が
、
災
害
対
策
で
熊

本
で
待
機
と
な
り
、
急
き
ょ
ご

本
人
の
出
席
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
領
事
は
昨
年
は
赴

任
し
た
ば
か
り
で
初
の
総
会
出

席
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
は
自

己
紹
介
を
兼
ね
て
の
ス
ピ
ー
チ

と
な
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
前
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
、
今
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
、
役

員
改
選
で
は
新
副
会
長
に
小
野

友
道
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
前
日
中
友

好
熊
本
県
議
会
議
員
連
盟
幹
事

長
の
鬼
海
洋
一
氏
を
講
師
に
迎

え
、
「
日
中
民
間
交
流
へ
の
思

い
」
と
題
し
た
講
演
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
２
面
）
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「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な

が
ら
逆
境
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
す
る
蒲
島
郁
夫

熊
本
県
知
事

流
暢
な
日
本
語
で
「
互
い
の

復
興
を
助
け
合
お
う
」
と
語

る
何
振
良
中
華
人
民
共
和
国

駐
福
岡
総
領
事

平成２９年度 総会会場

会長に代わって挨拶
をする小杉直副会長

新副会長になった
小野友道氏

◎
日
中
交
流
の
推
進
事
業

◎
会
報
の
発
行

◎
協
会
運
営
の
活
動
強
化

◎
第
36
回
・
熊
本
春
節
祝
賀
会

◎
交
流
会
等
の
実
施

◎
県
中
国
残
留
孤
児
等
対
策
協
議
会

へ
の
協
力

な
ど

新任の挨拶をする
小崎憲一副会長



広
西
荘
族
自
治
区
と
熊
本
県

が
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
今

年
で
三
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

阿
蘇
の
水
害
や
熊
本
地
震
な
ど

で
は
、
中
国
の
方
々
か
ら
二
百

万
元
を
超
え
る
巨
額
の
見
舞
金

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
お
礼
と
、
上
海
か
ら
八
代

港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を

増
や
し
て
も
ら
う
た
め
、
私
が

行
く
予
定
で
し
た
。
あ
い
に
く

熊
本
地
方
に
は
豪
雨
が
予
想
さ

れ
た
た
め
、
災
害
対
策
の
責
任

者
と
し
て
残
り
、
急
き
ょ
小
野

副
知
事
が
現
地
で
の
式
典
に
出

席
し
ま
し
た
。

上
海
か
ら
の
八
代
へ
の
ク
ル
ー

ズ
船
は
、
一
昨
年
と
昨
年
が
年

間
十
隻
、
今
年
と
来
年
は
七
十

五
隻
が
寄
港
予
定
で
す
。
こ
れ

を
年
間
二
百
隻
へ
お
願
い
す
る

た
め
、
行
き
た
か
っ
た
上
海
へ

日
を
改
め
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
行
く
つ
も
り
で
す
。

熊
本
県
日
中
協
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
ご
出
席
者
の
皆
様
の

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
自
己
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
私
は
昨
年
七
月

福
岡
総
領
事
館
に
来
ま
し
た
。

日
本
語
は
北
京
の
大
学
で
学
び
、

以
来
、
ず
っ
と
日
本
関
係
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

熊
本
は
記
録
的
な
大
雨
や
地

震
な
ど
見
舞
わ
れ
、
課
題
の
多

い
一
年
で
し
た
。
中
国
を
代
表

し
て
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
か

ら
四
十
五
周
年
、
熊
本
県
と
広

西
壮
族
自
治
区
友
好
締
結
か
ら

三
十
五
周
年
の
節
目
の
年
に
な

り
ま
す
。
交
流
は
実
り
豊
か
な

成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
中
国
か
ら
ク
ル
ー
ズ

船
も
含
め
て
約
二
百
万
人
の
中

国
人
が
九
州
を
訪
れ
ま
し
た
。

蒲
島
知
事
か
ら
も
要
望
が
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
、
も
っ
と
沢
山

来
る
よ
う
ご
協
力
い
た
し
ま
す
。
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周
恩
来
首
相
と
田
中
角
栄
首

相
が
共
同
宣
言
、
国
交
正
常
化

し
て
か
ら
四
十
五
年
経
ち
ま
し

た
。
県
日
中
協
会
も
日
中
友
好

交
流
懇
話
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

民
間
団
体
の
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

私
は
天
草
の
下
田
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
高
浜
に
与
謝
野
鉄
幹

の
歌
碑
が
あ
り
、
そ
の
中
に
対

岸
の
江
蘇
省
の
文
字
が
あ
り
、

以
来
、
中
国
が
身
近
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

マ
ド
ン
ナ
に
勧
め
ら
れ
る

中
学
三
年
の
時
、
美
人
で
頭

の
い
い
「
マ
ド
ン
ナ
」
に
勧
め

ら
れ
た
の
が
パ
ー
ル
バ
ッ
ク
の

「
大
地
」
で
し
た
。
安
徽
省
を

舞
台
に
し
た
小
説
・
大
地
は
、

ワ
ン
ル
ン
と
い
う
青
年
が
育
っ

て
い
く
過
程
を
描
い
た
物
語
で

す
。
土
の
匂
い
、
農
家
の
青
年

の
逞
し
さ
を
感
じ
、
中
国
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

国
交
正
常
化
か
ら
一
年
後
の

一
九
七
三
年
、
県
第
一
回
訪
中

団
に
参
加
し
ま
し
た
。
広
東
〜

長
沙
〜
武
漢
〜
景
徳
鎮
〜
杭
州

〜
上
海
、
そ
し
て
北
京
へ
は
軍

用
機
で
移
動
し
ま
し
た
。
当
時

は
林
彪
を
感
じ
る
時
代
で
、
紅

衛
兵
の
中
を
回
り
、
文
化
の
違

い
を
感
じ
た
、
中
国
大
陸
三
週

間
の
旅
で
し
た
。

結
束
、
提
携
の
日
中
議
連

結
束
、
連
携
し
提
案
す
る
の

が
日
中
議
員
連
盟
で
あ
り
ま
す
。

日
中
友
好
の
礎
を
築
こ
う
と
早

川
先
生
、
小
杉
先
生
と
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち

の
果
た
す
役
割
は
。

沢
山
の
中
国
の
若
者
が
農
業

実
習
、
工
場
実
習
生
な
ど
に
来

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
賃

金
未
払
い
、
過
酷
な
労
働
条
件

な
ど
色
々
な
不
幸
も
あ
り
ま
し

た
。
議
員
連
盟
で
は
「
地
域
と

融
合
し
て
な
い
の
で
は
」
と
重

視
。
総
領
事
館
と
何
度
も
行
き

来
し
、
日
常
的
に
連
携
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

直
面
す
る
三
つ
の
課
題

今
、
直
面
し
て
い
る
三
つ
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
一
時
激
減
、

今
は
回
復
し
つ
つ
あ
る
観
光
で

す
。
三
十
万
人
が
七
十
五
隻
に

乗
っ
て
熊
本
へ
来
る
中
国
人
客

へ
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
。
二

つ
目
は
空
路
の
問
題
。
香
港
航

空
が
止
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。
も

う
一
つ
、
一
帯
一
路
で
す
。
こ

れ
ま
で
は
（
日
本
で
）
評
価
が

厳
し
か
っ
た
が
、
す
で
に
百
カ

国
以
上
が
参
加
し
て
い
る
現
実

で
す
。

大
阪
で
は
香
港
と
の
一
帯
一

路
の
話
が
進
ん
で
い
ま
す
。

鬼海洋一氏

新聞を手に永久の友好
を熱く語る鬼海洋一氏



総
会
懇
親
会
は
す
ぐ
に
乾
杯

で
ス
タ
ー
ト
。
新
役
員
や
初
め

て
ご
参
加
の
方
な
ど
が
、
次
々

に
ス
ピ
ー
チ
し
て
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
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閉
会
の
言
葉
を
述
べ
る

運
営
委
員
の
大
代
純
市

理
事

張晶九州日中文化
協会会長

日
中
青
少
年
交
流
大
会
の

宣
伝
を
す
る
日
中
協
会
員

の
西
田
田
鶴
子
さ
ん
（
左
）

と
九
州
日
中
文
化
協
会
理

事
の
松
下
文
さ
ん

久
し
ぶ
り
に
協
会
行
事
に
ご
参

加
の
河
野
文
夫
九
州
中
央
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
長

乾杯の音頭は﨑元達郎
熊本保健科学大学学長

「
文
化
交
流
に
根
差
し
た
と
こ
ろ

を
勉
強
し
て
、
元
気
を
前
面
に
出

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
新
任
の
ご

挨
拶
を
す
る
佐
々
木
龍
児
理
事

４
月
に
赴
任
し
て
来
ら
れ

た
森
秀
和
全
日
本
空
輸
熊

本
支
店
長
。
前
任
地
は
福

建
省
の
厦
門
だ
そ
う
で
す

「宮﨑滔天も大河ドラマに」
と田上稔荒尾市副市長

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
小
綬
章

受
章
の
お
祝
い
に
、
運
営

委
員
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ

た
中
垣
秀
夫
理
事

北里敏明日韓
親善協会会長

林祥増熊本華僑
華人総会会長

中国残留孤児協議会の役員
でもある、藤山英美熊本市
議会副議長

当
協
会
と
よ
く
似
た
名
称

「
熊
本
県
日
中
友
好
協
会
」

の
松
野
信
夫
会
長

櫟本麻理熊本県
国際課課長補佐



一
九
九
六
年
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
峨
眉
山
と
楽
山
大

仏
。
四
川
省
の
省
都
・
成
都
か

ら
南
西
へ
一
六
七
㌔
。
バ
ス
で

二
時
間
の
楽
山
大
仏
は
長
江
の

支
流
・
岷
江
の
東
岸
の
崖
に
彫

ら
れ
ま
し
た
。
治
水
と
航
行
の

安
全
を
祈
っ
て
九
十
年
か
け
、

八
〇
三
年
に
完
成
。
高
さ
七
十

一
㍍
、
肩
幅
二
十
八
㍍
は
世
界

最
大
級
。
全
体
を
カ
メ
ラ
に
収

め
る
に
は
、
遊
覧
船
に
乗
っ
て

撮
る
し
か
な
い
。
周
囲
の
山
々

が
、
見
る
場
所
に
よ
っ
て
大
仏

を
抱
い
て
い
る
よ
う
な
姿
に
見

え
、
正
に
寝
釈
迦
（
睡
仏
）
の

よ
う
で
す
。

四
大
名
山
の
一
つ

楽
山
大
仏
か
ら
さ
ら
に
南
西

へ
バ
ス
で
三
十
分
。
標
高
三
〇

九
九
㍍
の
峨
眉
山
は
、
普
陀
山
、

九
華
山
、
五
台
山
と
と
も
に
中

国
仏
教
の
四
大
聖
地
。
二
世
紀

に
道
教
が
興
さ
れ
ま
し
た
が
、

明
代
に
は
仏
教
が
広
ま
り
、
数

多
く
の
寺
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

麓
の
名
刹
報
国
寺
か
ら
山
頂

ま
で
は
約
六
〇
㌔
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
が
整
備
さ
れ
、
あ
ま
り
歩
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

数
少
な
い
ご
来
光
拝
み

頂
上
の
万
仏
頂
に
次
い
で
高

い
金
頂
（
三
〇
七
七
）
か
ら
視

界
が
開
け
、
天
気
次
第
で
ご
来

光
や
「
仏
光
」
が
拝
め
ま
す
。

「
仏
光
」
は
朝
日
が
光
の
輪
と

な
る
現
象
で
す
。
た
だ
、
天
気

が
い
い
の
は
年
間
を
通
し
て
五
、

六
十
日
で
、
大
半
が
霧
や
雨
か

雲
に
覆
わ
れ
、
ご
来
光
に
恵
ま

れ
た
ら
最
高
で
す
。
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現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る

中
国
語
は
簡
体
字
で
す
。
以

前
の
繁
体
字
の
五
一
四
字
を

楷
書
、
草
書
化
（
簡
略
）
し

た
も
の
で
す
。
国
民
の
文
字

普
及
向
上
が
狙
い
で
す
。

し
か
し
、
文
字
が
浸
透
し

て
い
く
ま
で
は
相
当
の
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
広
大
な
国

土
だ
け
に
大
変
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
中
協
会
の

総
会
で
講
演
さ
れ
た
鬼
海
洋

一
氏
の
話
の
中
に
、
日
中
議

連
の
活
動
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
へ
や
っ
て
来
た
中
国
の

若
い
人
た
ち
が
、
労
働
研
修

な
ど
で
困
っ
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
起
き
た
こ
と
で
す
。
早

速
、
早
川
先
生
、
小
杉
先
生

た
ち
と
福
岡
総
領
事
館
へ
掛

け
合
い
ま
す
。

日
中
関
係
の
改
善
は
時
間

と
忍
耐
が
必
要
で
す
。
県
日

中
協
会
も
留
学
生
な
ど
を
通

し
て
、
交
流
や
親
善
を
図
っ

て
い
ま
す
。

総
会
に
出
席
し
た
何
・
中

華
人
民
共
和
国
駐
福
岡
総
領

事
も
「
実
り
豊
か
な
成
果
を

上
げ
ら
れ
ま
し
た
」
と
、
当

協
会
の
活
動
を
お
褒
め
頂
き

ま
し
た
。

民
間
交
流
は
地
味
で
す
。

更
な
る
実
り
を
求
め
て
、
日

中
友
好
の
輪
を
広
げ
た
い
も

の
で
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

信
者
が
お
願
い
を
込
め
た

鍵
、
鍵
、
鍵
・
・
・

（
峨
眉
山
頂
上
付
近
）

高さ７１㍍の大仏は世界最大級。観光客は
遊覧船で全貌を堪能します

肩口にある見物所から大仏をアップ

峨
眉
山
の
山
頂
に
は
い
つ
も

霧
が
立
ち
込
め
て
い
ま
す

峨
眉
山
の
麓
の
入
口
の
門

遠
く
に
見
え
る
峨
眉
山
は

寝
釈
迦
の
よ
う
で
す

編
集
後
記


